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CKD登録医 ４４ 

腎診療医 ９ 

計 ５３ 

登録医数・医療機関数の状況 

登録医療機関数 

３４機関 

本事業にご登録いただいている医師は、CKD登録医４４名、

腎臓診療医９名の合計５３名となっております。 

また、登録医療機関は 34か所にご登録いただいております。 

 

令和７年５月末時点 

報告 

② 

 

第

⒓
号 

発行元：うるま市・沖縄市 ちゅらま～み（腎）プロジェクト 

（CKD・糖尿病性腎臓病予防にむけた病診連携登録医事業）事務局 

令和７年１１月発行 

 

報告 

① 

 

国保医療費に占める人工透析医療費の割合 

下のグラフは、国保医療費に占める人工透析の割合を、うるま市・沖縄市・沖縄県・全国と経年比較

で示しています。両市ともに事業開始前と比較して、少しずつではありますが、着実に減少傾向にあり

ます。これも、日々診療を行っている先生方のご尽力によるものと感じております。 

本事業開始後 

 出典：国保データベースシステム,H28～R6年度医療費分析（2）大 中 細小分類より作成 
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       変更前（FAXにて報告）                       変更後（FAX またはオンライン報告） 

 

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

CKD登録医から腎臓診療医への紹介：報告方法の変更について 
報告 

④ 

 

二次元バーコードを読み込むとアンケート様式に繋がります。すべて選択式となっており、30秒ほどで入力

ができるようになっております。 

お忙しい中恐縮ですが、紹介件数の報告につきまして、引き続きご協力のほどお願い申し上げます。 

 

同封しております 

「CKD・糖尿病登録医（かかりつけ医）の皆

さまへご協力願い（ご依頼）」及び 

「Logo フォームマニュアル」をご覧いただけ

ますようお願いいたします。 

報告 

③ 

 

CKD登録医から腎臓診療医への紹介件数の把握につきましては、本事業の病診連携が機能していること

を評価する重要な指標となっております。これまでは FAXにて報告をいただいておりましたが、医療機関様の

負担を軽減するため、従来の方法に加えオンラインでの報告も追加いたします。 

CKD登録医から腎診療医への紹介報告件数 

 
事業開始から R７年８月末時点の報告件数は、CKD登録医から３５６件、腎臓診療医から 1,508件となっ

ております。CKD登録医から腎臓診療医へ多くの患者様をご紹介している状況がうかがえました。 

ご多忙の中、紹介件数のご報告にご協力いただいておりますこと、心より感謝申し上げます。 

 

 

※腎専門医には２回/年報告依頼実施 

※登録医及び腎臓診療医からの報告には、同一ケースが含まれ

る可能性がある 
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R６年度の特定健診受診率は、うるま市 28.1％（１１位/11市）、沖縄市 3１.６％（9位/11市）でした。R6

年度の速報値では、両市ともに前年度より低下しておりました。 

右の円グラフは、R5年度の特定健診対象者となった者で、過去３年間の健診受診回数をみると、両市ともに

約30％の対象者が医療・健診未受診の状態であり（ピンクの部分）、約30％の対象者が医療受診はあります

が健診は未受診の状態（みどりの部分）となっております。 

両市ともに健診の受診率が低い状況であることから、この 30％の健診未受診者を受診に繋げる取り組み

が、引き続きの課題となっております。 

 

🌻医療機関様におきまして、通院している患者様へ健診受診のお声かけを実施いただけますと幸いです🌻 

報告 

⑥ 

 
健診結果に基づく受診勧奨件数(令和 2年度～令和 6年度) 
健診結果で、下記の基準を満たす方に受診勧奨を実施しました。

※R6年度は実施途中のため、参考値となります。 

 

報告 

⑤ 

 

特定健診受診率 出典)国保連合会 R6年度特定健診受診率・特定保健指導実施率(速報値) 

キャンサースキャン（R5年度うるま市・沖縄市 特定健診分析結果） 

紹介基準 要医療判定  ●eGFR４５未満  ●尿蛋白(１＋)以上  ●尿潜血(２+)以上  ●尿蛋白 2年連続(±) 

沖縄市 

 

うるま市 

 

●R６年度の受診勧奨介入率は、うるま市が 81.1%、沖縄市が 87.4%で、うるま市は経年的に向上、 

沖縄市は年度により増減しています。 

●介入後の精査受診率はうるま市が 62.4%、沖縄市が 53.2%となっています。 

健診受診回数 
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人工透析導入者の状況について (国保・７４歳以下)  

●人工透析導入患者と導入平均年齢の推移 

（うるま市） 

報告 

⑦ 

 

（沖縄市） 

 

こちらは、国保加入者で新規人工透析患者数と導入平均年齢の推移となっております。 

（R6年度は、更生医療のデータがまだ反映されていないため、今後変動する可能性があります。） 

R６年度の新規人工透析導入者は、うるま市１１名、沖縄市１７名となっており、両市ともに前年度と比べて減少

しています。 

また、導入平均年齢はうるま市が 6.1歳短縮し悪化、沖縄市は 0.9歳延伸しほぼ横ばいとなっております。 

（沖縄市） 

 

出典：更生医療・国保・後期レセプト 
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報告 

⑧ 

 

令和７年度事業報告(R７.４月～９月) 

１７ 
７ 

CKD 

 

コメディカル向け講演会 

社会医療法人敬愛会 中頭病院 薬剤部から木奈崎 昭男先

生をお招きし、「中頭病院における保存期 CKD 患者への薬剤師

の介入内容」をテーマにご講演いただきました。 

講演では、病院内での腎臓教室の取り組み、薬の基礎知識、

CKD 患者の鎮痛薬の選択について、注意する副作用等について

ご教示いただきました。参加者は２４名（保健師２名、看護師４名、

管理栄養士１０名、薬剤師５名、その他３名）でした。 

 

１５ 
４ 

CKD 

 

基幹病院におけるちゅらま～み（腎）プロジェクト情報交換会 ｉｎ 中部病院 

今年度のスタートとして、本事業の共有を図ることを目的に、沖

縄県立中部病院にて、すながわ内科クリニック院長 砂川博司先

生より、尿検査の重要性と多職種連携の必要性についてご講話

いただきました。 

朝早い時間の開催でしたが、ご講話いただいた砂川先生、ご参

加いただきました皆さま、お忙しい中ありがとうございました。 

令和７年度第１回目の評価委員会を開催し、事業の経過や事業評価報告を実施しました。 

また、うるま市による「ICT技術を用いた予防医療体制構築事業」について概要説明を行いました。 

 ●協議事項 

  ・CKD登録医から腎専門医への紹介件数：報告方法について 

前述しました通り、報告方法に変更がございます。 

 

１３ 
８ 

CKD 

 

登録説明会・講演会 

（中部地区医師会＋ZOOM ハイブリッド開催） 

今年度は、『CKD 地域連携の目指す姿 総合病院の立場か

ら』と題し、沖縄県立中部病院腎臓内科 照屋周造先生よりご講

演いただきました。本講演内容のポイントとして「降圧、減塩、禁

煙」の指導、CKD ステージ別のフォローアップ、患者様とのコミュ

ニケーション例の紹介等についてご教示いただきました。 

参加者は４７名（CKD・糖尿病性腎臓病登録医１０名、登録外

医師１１名、コメディカル１６名、その他１０名）でした。 

 

１８ 
９ 

CKD 

 

病診連携推進・評価委員会 報告 
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●市ホームページに専用ページ 

・検査値、腎臓を守るポイント 

・うるま市民の塩分摂取状況 

（平均値の推移） 

・減塩の必要性 

●市公式 HP・ＬＩＮＥに掲載 

・「減塩の日」毎月１７日 

減塩に関するミニ情報を発信 

・クックパッド更新時に通知 

 

●市ホームページに専用ページ 

・紹介様式、登録医リストなど掲載 

●市 SNS（ＬＩＮＥ、Ｆａｃｅｂｏｏｋ）に掲載 

・世界腎臓デー 

・世界高血圧デー 

・おきはくんウォーキングアプリを活用した周

知など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２１１万アクセス 

 
５９８レシピ掲載 

（R７.７月時点） 

 

２０７万アクセス 

通 年 

CKD 

 

市民向け情報発信について 

レシピ検索サイト「cookpad」を活用し減塩レシピの紹介等を実施しています。 

 

 沖縄市 

うるま市及び中部地区医療コンソーシアム（幹事企業：株式会社 OCC・構成員：一般社団法人中部地

区医師会）は、ICT 技術を活用した予防医療体制構築事業をうるま市内にて展開するにあたり、連携協定

を締結しました。 

 

事業概要：本事業は、下記の 3つの事業を軸に進められます 

① 特定健診未受診者に対する疾病リスク予測検査の実施及びコンシェルジュによる健康相談 

② CKDビジュアルシステムを活用した CKDハイリスク者の新たな抽出方法の確立と効果的な保健指導 

③ 腎臓専門医（スーパーバイザー）によるオーダーメイド治療計画案の提供 

 

 

２１ 
９ 

CKD 

 

うるま市・中部地区予防医療事業コンソーシアム連携協定 

プレスリリース、事業概要、事業概要説明については、

下記の QRコード、URLより御覧いただけます。 

（URL）https://www.occ.co.jp/202509-6645/ 

 

 

 

 

 
4７６レシピ掲載 

（R７.７月時点） 

 

https://www.occ.co.jp/202509-6645/
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※グラフの点線は、食事摂取基準 2020の塩分摂取目標量より 

図３）男女別平均値の推移（19～74歳） 

●R２-R５年度の推定食塩摂取量(男女別) 

 

R５年度受診者の推定食塩摂取量を男女別で見ると

(図１、図２)、男性は65%、女性は78％目標値を超過して

いました。 

 R２-R5年度の比較(図 3)では、男女ともに摂取量の目標

値を上回っています。 

 R４-R５年度連続して検査を受診した者の比較(図４)で

は、食塩摂取が減少群(-20%以上減)13名(14.6%)で、

そのうち、改善が大きかったケースの特徴として、減塩調味

料の利用、おやつをスナック菓子から豆類に変えるなどの工

夫をしている、魚・野菜を増やし、白米から玄米へ変更するこ

とで体重・腹囲も改善したケースがありました。 

主な 

傾向 

推定一日食塩摂取量検査について【沖縄市】 報告 

⑨ 

 
●保健指導後の 二次健診 受診者に実施。 

【R５年度 41８名（男性 242名、女性 176名）】 

※R6年度は実施途中の為、次回のニュースレター等で改めてお知らせします。 

図１）R５年度受診者（男性 242名）の推定塩分摂取量 

図４）R3-R4年度継続受診者（8９名）の変化率 

別 冊 

図２）R５年度受診者（女性 1７６名）の推定塩分摂取量 

●R４-R５年度に、連続して食塩摂取量検査を行った者（8９名）を比較してみました【図４】 

R1-R2。図６①、②、③ 図４-①）減少群の１３名の変化 
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推定一日食塩摂取量検査について【うるま市】 

男女別で推定食塩摂取量検査(図１)を見ると R６年度は男性 8.35g、女性 8.06gと、目標値は超えています

が、女性は横ばい、男性は年々減少傾向です。肥満の有無別(図 2)を見ると、男性は肥満あり・なしともに減少傾向、

女性は R5年度まで減少傾向でしたが R6年度は増加傾向です。 

R５-R６年度の継続受診者(図3)のうち、減少群(20%以上減少。表1)では、増加群(20%以上増加。表2)と比べ

て収縮期血圧・拡張期血圧の改善率が約２倍近く高く、悪化率も低い傾向がみられました。 

今後も引き続き、集団健診での推定食塩摂取量検査を継続し、市民の減塩意識を促す取り組みを行っていきます。 

●集団健診受診者 に実施。【R６年度 3,677名(男性 1,689名、女性 1,899名)】 

※R６年度は実施途中のため、次回のニュースレター等で改めてお知らせします。 

●R５－R６年度 2年連続で食塩摂取量検査を受けた者（2,0７９名）を比較してみました。 【図 3】 

図 3）R５年度と比べて、R６年度の変化別（減少-変化なし‐増加など）の割合 

※グラフの点線は、食事摂取基準 2020の塩分摂取目標量より 

図１）男女別平均値の推移 

図 4）減少群と増加群における血圧変化 （R５年度推定食塩摂取量 8.0ｇ以上の群） 

女性 

主な 

傾向 

男性 

図２）肥満の有無別 平均値の推移 

女性 

男性 

表１） 

表２） 


